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佐倉市の概況

人口；171,460人（令和４年末）
面積；103.69㎢

うち市街化調整区域 79.35㎢ 40km



昭和29

3.5万人

令和4

17.1万人

人口の推移

43 63



佐倉市の概況



環境施策に積極的に取り組んできた背景

COD
10

1位
5位

•印旛沼（西印旛沼）の存在
水質 全国ワースト5の常連

水質順位（ワースト）

昭和50 令和2

mg/ℓ



環境施策に係る代表的な取組
•印旛沼などの水質保全対策

•環境現況調査
昭和52～53年度 河川の生物調査
平成４～ 6年度 水辺の生物生息調査
平成７～11年度 自然環境調査

水質汚濁防止法に基づく
生活排水対策推進計画の策定

高度処理合併浄化槽の
設置に対する独自助成を開始

H6.3 H9年度～



no. 調査名称 調査年度 発展事業等
1 河川の生物調査 昭和52～53年
2 水辺の生物生息調査 平成４～６年

「ホタルの里づくり」事業基礎調査 平成６～７年 城址公園における
ビオトープ創出事業

加賀清水公園における湧水保全基礎調査等 平成７～14年 涵養域における
雨水浸透桝設置補助事業

3 平成７～11年
貴重種調査 平成12～13年

湧水モニタリング調査 平成13～14年 谷津環境保全指針策定業務

西御門環境保全ゾーン自然環境調査 平成16～27年

環境現況調査等一覧

自然環境調査



調査の担い手として
市民ボランティア調査員を育成

佐倉市自然環境調査（1996～2000）

•実施にあたっての課題

1．市内全域を調査するためのマンパワーの確保

調査団を結成県立中央博物館職員
地域で活動する研究者

2．経年調査のための体制の確立



環境現況調査を活用した取組

1．開発行為等に対する指導・助言の基礎資料

2．環境教育・学習への活用 ⇒ ビデオ等の制作・配布

3．谷津田環境の保全 ⇒ 畔田谷津保全事業

4．雨水の地下水かん養促進 ⇒ 環境保全条例に位置付け
⇒ 加賀清水流域での浸透マス設置









環境施策と治水対策

•佐倉市における水害

印旛沼流域最下流の自治体 洪水調整機能強化が課題

令和元年の大雨被害

激甚災害への対応 気候変動適応センターの設置検討







今後の課題

•環境施策の継続的な実施

3つの連携

1．施策連携

2．広域連携

3．多様な主体との連携

持続的かつ
レジリエントな道筋

への移行

⇒ 予算の確保が課題







田んぼダムのイメージ

田んぼダムなし
通常時

田んぼダムあり
雨天時

排水路 排水路

排水用の口のある塩ビ
管を既存の立ち上げ管の
上に取り付けることで、
大雨等降った際には、通
常より10cm程度高い水
位が確保できる。田んぼ

田んぼ
１０ｃｍ程度

雨天時において、通常より１０ｃｍ程度水位が上昇することで、10cm×田んぼの
面積分（30ha）容積としては、30,000m3（約３万トン）が一時的に貯水できる。
なお、畔が痩せていたり、水稲の生育に影響があるほ場には実施しない。



ご清聴ありがとうございました。



研究者の皆さんへ

佐倉市には
豊かな歴史・自然・文化があります
人を育む環境があります

是非、
研究フィールドとしてご活用ください
オール佐倉で歓迎いたします

佐倉市長 西田三十五


